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先行事例に学び考えたこと

上島町でも丁寧な説明があれば
納得できたはず 町民が置き去りにされたまま前に進もうとするのは難しい

高梁市教育長の向き合い方

地域住民の理解を図る機会を多く持つ意義を認識している

教育長就任後、自ら大学院で学ぶ熱意

時代をとらえた目線

学校統廃合の基準をしっかり設けている

ビジョンがしっかりしている 余裕をもって話し合えている

CSへの深い理解

どう作るか、なぜ必要か、
を理解して進めている

学校だけなくCSとも目的の共有をしようと努力している

特別支援教育の専門性の底上げ・全教員に

初級・中級・上級・資格取得と段階的な学びを用意

教員免許に加えたこうした教育は稀

統合は、教育をどうするか、
を考えた上で進めるもの

統合前に
子どもたちのために
やるべきことがある

統合後も
安心して子育て
できるように

多様な子どもへの目配り

町外にしかない特別支援学校 子どもが通うことになったら家庭はどうなるか

通学の問題

オンライン学習・ふるさと学習

教育課程特例校制度の活用

学校又は地域の実態に照らした独自教科の新設

鬼北町教育委員会
広見中学校「地域コミュニケーション科」

将来を見据えて町民側からも提案しても

「実施して終わり」ではない、
教育的な目的を持った授業の提案など

元教員の視点

大人数学級

消極的な子が一定数でてくる

どうしても教員の目が届きにくくなる

少人数学級

7人の少人数学級は
とても優秀なクラスだった

リーダーシップが育ちやすい

義務教育学校/一貫校は
上島町に向いている

異学年交流はよい

年上の子が下の子の面倒をよくみてあげる

兄弟が少ない時代に求められる

社会性が身につく

同年齢が少なければ
異年齢で養える

子育てもサポートできる体制

地域のまとまりになる

岩小の現状

2年生8人
2,3年生は複式学級

合同はあまり好きじゃない

5年生16人
水泳は5,6年生と合同

合同はあまり好きじゃない

縦割り班遠足

今回の統合が、生徒数減を理由とするなら、
義務教育学校/一貫校の検討もすべきでは？

段階的に進めるというなら、先に生名を統合、
その後岩城を統合、という検討もあってよいはず


